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(2r/3 + 1/3)近似アルゴリズムを提案している．本アルゴリズムは r ≥ 6 以上において，従来の近似アル
ゴリズムを改善したものになっている．また，入力が長さ3および長さ5の誘導サイクルを含まない{C3, 




学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本学位論文調査の要旨は以下である．本学位論文では，最大距離d独立集合問題および最大誘導マッ
チング問題という２つのグラフ最適化問題を扱っている．両最適化問題はNP困難問題であることが知
られており，本論文では両最適化問題に対して多項式時間で動作する近似アルゴリズムを提案し，ま
た近似の限界ついても議論を行っている．本論文で扱っているグラフ最適化問題は，アルゴリズム論，
オペレーションズリサーチ，計算量理論の研究分野において多くの研究が行われきたグラフ最適化問
題を一般化した問題という意味で重要な問題である．この重要なグラフ最適化問題の計算困難性，近
似容易性，近似困難性を詳細に調べており，従来結果を改善した結果も複数示していることが確認で
きた．このとこより，本学位論文は，博士（情報工学）の学位論文に値するものと認めた． 
 最終試験の結果の要旨は以下である．本学位論文内容に関し，調査委員から，近似アルゴリズムの
設計アイディア，アルゴリズムの動作時間，計算困難性の証明の詳細，入力を平面グラフとしたとき
のアルゴリズムの詳細，距離dと次数rの関係などについて質問がなされたが，いずれも著者から満足
な回答が得られた．また，公聴会においても，多数の出席者があり，種々の質問がなされたが，いず
れも著者の説明によって質問者の理解が得られた．以上により，著者は試験に合格したものと認めた． 
 以上の論文調査および最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査した結果，本論文
が，博士（情報工学）の学位に十分値するものであると判断した． 
 
